





























発見・解決型の PBL 授業、これらの授業における上級生 LA による学習サポート、反転授
業などの取り組みが正課科目における学習成果の向上に寄与していると推測されるが、今
後その効果測定に関しても研究する必要がある。正課科目以外でも学生の予習・復習時間
を促す効果が考えられる、ラーニングコモンズでの学習支援デスク、レポート・実験レポ
ートを上級生がアドバイスするライティング・サポートなどの取り組みが本学では実施さ
れている。これら多様な教育実践の取り組みが、3つのポリシーで掲げられた「学習成果の
向上」に具体的にどのようにつながっているのか、その効果はどの程度なのかという検証
が必要となるであろう。本紀要を通じて、甲南大学らしい多様な教育活動実践の経験交流
が活性化され、本学の教育力の向上に寄与することを期待している。 
